
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ご購入いただき、誠にありがとうございます 

 

パラダイム Premier Series v2スピーカーをお選びいただき、誠にありがとうございます。 

音響的に正確なスピーカーが、あなたのオーディオ∕ホームシアターシステムにもたらす違いを、これか
ら実感していただけることでしょう。 

これらのスピーカーは、膨大な時間と徹底的な研究開発の成果であり、長年にわたって真に卓越したサ

ウンドをお届けします。 

スピーカーを正しく設置し、その優れたサウンドを最大限に楽しむために、このマニュアルをよくお読み

ください。 さらにご質問がある場合は、パラダイム正規販売店にお問い合わせいただくか、当社のウェ

ブサイトをご覧ください。  
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 フロアスタンディングスピーカー： 

 開梱⼿順とゴムキャップまたはカーペットスパイクの取り付け⽅法 

 

 ブックシェルフ型／センタースピーカー：ゴムパッドの取り付け 

 

 新しいスピーカー 

 

 スピーカーの損傷を防ぐ 

 

 室内音響 

 

 配置：フロント左右スピーカー 

 

 配置：センタースピーカー 

 

 配置：サラウンド∕リアスピーカー 

 

 適正なケーブル径 

 

 標準的な接続 

 

 その他の接続オプション 

 

 微調整 

 

 トラブルシューティング 

 

 保証について 

 

 仕様 
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  重要！ 
開梱は以下の手順で 
行ってください！ 

 

 

 

 

 
フロアスタンディングスピーカー： 
開梱⼿順とゴムキャップまたはカーペットスパイクの取り付け⽅法 
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スパイク使用の場合 
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ブックシェルフスピーカー （Premier120Bおよび220B） 

ブックシェルフ型スピーカーやセンタースピーカーを棚などの平らな面に置く際は、付属の粘着式
ゴムパッドを底面の角に貼り付けてください（図参照）。 

 

 

 

 

 

センタースピーカー（Premier520LCRおよび620C） 

付属の粘着式ゴムパッドを、ゴムパッド取り付けテンプレートに示されている通りに貼り付けてください。 

 

ブックシェルフ型∕センタースピーカー： ゴムパッドの取  

ブックシェルフ型スピーカーの底面とゴムパットの正面図 
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エージング 

パラダイム Premier Series v2スピーカーは、箱から出してすぐに素晴らしい音を奏でますが、
エージングを行うことでさらに音質が向上します。じっくりと聴き込む前に、数時間ほどエージン
グさせてください。 

高域ドライバーには、10℃（50°F）以下の温度で粘度が増す磁性流体が使用されています。  
スピーカーを低温環境で輸送または保管した場合は、使用前に室温に戻してください。 

 

 

クリーニング 

スピーカーには、強力な洗剤や研磨剤入りの洗剤を使用しないでください。柔らかい布を湿らせ良く
絞ってから拭いてください。グラスや鉢植えなど、濡れたものをスピーカーの上に置かないでくださ
い。少量の水でも、スピーカーの筐体に水が染み込むと、永久的な損傷を与える可能性があります。 

 

 

オプションのカーペットスパイク 

カーペット敷きの床面に設置する場合は、付属のカーペット用スパイクのご使用を強くお勧めします。 
スパイクはカーペットと敷きパッドを貫通し、下地床との安定した接続を確保するように設計されてお
り、音響性能の向上と不要な振動の低減に役立ちます。 

 

スパイクを取り付けるのに最も都合の良いタイミングは、開梱と設置の作業中です。 

 

 

オプションのパラダイム製スピーカースタンド 

パラダイム Premier Series v2 ブックシェルフスピーカーは、高性能な パラダイム・スピーカースタ
ンド（別売）または本棚に設置し、高域ドライバーを耳の高さ程度にすることで、最高のパフォーマンス
を発揮します。 

また、120B、220Bおよび620Cの専用スピーカースタンドは、スピーカー本体とスタンドをネジで固
定することができます。 

 

新しいスピーカー 

7 



 

 

 

 

 

 

スピーカーの損傷を防ぐため、接続作業を行う前に以下のガイドラインをお読みください。 

 

 

アンプの歪み ― 最⼤の原因！ 

アンプの歪みは、スピーカーの損傷の主な原因です。音量を上げすぎると、アンプのクリーンな出力が不
足し、さらに音量を上げると歪んだ信号が発生し始めます。これは、あらゆるメーカーのスピーカーを急
速に損傷させる原因となります。（推奨アンプについては、パラダイム正規販売店にお問い合わせくださ
い。） 

 

 

より強⼒なアンプは、より安全です 

アンプを選ぶ際は、必ずスピーカーの入力よりも高い出力を持つアンプを選びましょう。例えば、50W
のスピーカーに1チャンネルあたり 100Wのアンプを使用すれば、アンプに十分な余裕が生まれ、歪み
のない信号が得られます。逆に、50Wのスピーカーに1チャンネルあたり40Wのアンプを使用すると、
アンプの余裕が制限されてしまいます。その結果、アンプはより早く歪みレベルに達し、スピーカーを損
傷する可能性があります。 

 

 

⾳量調節 

レシーバー/プリアンプのボリュームコントロールに惑わされないでください。ボリュームコントロールは
リスニングレベルを調整するだけで、「出力」ダイヤルではありません。ボリュームコントロールの設定
値で実際に使用されるアンプの出力は、聴いている音楽の種類によって変化します。 ボリュームコン
トロールの設定値が同じ場合、静かな部分では大きな部分よりもアンプの出力が少なくなります。 
一般的なポップロック、ジャズ、大規模なクラシック音楽の場合、多くのレシーバー/アンプの定格出力
は、ボリュームコントロールが「11時」から「1時」の間の設定値で達成されることがよくあります（低音
/高音コントロールとラウドネスコントロールを使用しない場合）これらを使用する場合は、定格出力は
さらに低いボリュームコントロール設定値で達成される可能性があります）。 

アンプは定格出力を超えて使用すると必ず歪みが発生します。この歪みによってスピーカーが損傷す
る可能性がありますのでご注意ください。大音量で聴く場合は、歪みが発生するポイントを注意深く確
認してください。スピーカーから異音が聴こえ始めたら、音量を下げてください。そうしないと、スピー
カーやアンプが損傷する可能性があります。このような損傷は乱用とみなされ、保証の対象外となり
ます。より大きな音量が必要な場合は、より高出力のアンプをご購入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーカーの損傷を防ぐ 

8 



 

 

 

 

限界はある！ 

より高出力のアンプの方が安全ではありますが、スピーカーが処理できる以上のパワーを供給してしま
う可能性があります。その場合、スピーカーに過負荷がかかり、破損の原因となります。十分ご注意くだ
さい。大音量で再生する際は、トーンコントロール（低音/高音）をゼロから上げないでください。また、ラ
ウドネス/トーン/バスブーストボタンはすべてオフにしてください（そうしないと、低い音量設定で定格出
力に達してしまいます）。大音量で再生する際は、ウーファー・コーンの過剰な動きに注意してください。 
異常だと感じた場合はすぐに音量調節を下げてください。 

 

 

適切な量のパワー 

スペックに記載の各モデルの推奨アンプ出力とは、パラダイム・スピーカーのおおよその最小および最
大入力パワーを示す目安です。ご使用されるアンプは、なるべく大出力のアンプの使用をお勧めしま
す。より大きなアンプ出力により、より優れた音質が得られます。ただし、スピーカーの損傷を防ぐた
め、最大入力以下のアンプ出力の範囲内で使用してください（ウーファーコーンが過度に振動するレベ
ル以下に音量を下げてください）。 
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パラダイム Premier Series v2スピーカーは、様々な家庭環境で優れたサウンドを提供するように設

計されています。しかし、リスニングルームの構造、寸法、家具などが、最終的に得られる音質に影響を与

えることを覚えておくことが重要です。リスニングルームは、あらゆるスピーカーシステムの性能に独自の

特性をもたらします。スピーカーの適切な配置に細心の注意を払うことで、より豊かなリスニング体験が

得られます。最適なスピーカー配置を決定する際には、以下のガイドラインを参考にしてください。 

 

⚫ 高音域は、室内の布製品（カーテン、カーペット、ソファ、壁装材など）の量によって影響を受け

ます。布製品が多すぎると、音がややこもった感じになります。布製品が全くない部屋では、全

体的に明るい音になります。 ほとんどの居住環境で見られる一般的な量の布製品は、スピー

カーがバランスの取れた音を出すのに適した音響特性を提供します。 

 

⚫ コンクリートの床や壁は、低周波の高出力問題を悪化させる傾向があり、あまり好まれません。 

⚫ 高さ、幅、奥行きがほぼ同じ部屋は、低周波定在波の問題が顕著になる可能性があるた

め、避けるべきです。これにより、音の明瞭度が低下する可能性があります。他に適切な

部屋がない場合は、スピーカーの配置を工夫して音響的な問題を最小限に抑えてくださ

い。 

室内⾳響 
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フロントスピーカーとセンタースピーカーの理想的な配置 

パラダイム Premier Series v2フロントスピーカーは、リスニングルーム全体に非常に広い音場を

提供しながら、柔軟な設置を可能にするように設計されています。最高のパフォーマンスを実現する

ために、次のページに記載されている設置ガイドラインを遵守することを強くお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置： フロント左右スピーカー 
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正確な⾳⾊ 

最も正確で自然な音色を得るには、図のように、フロントスピーカーの高域ドライバーが耳の高さと
ほぼ同じになるように配置してください。 

ブックシェルフ型スピーカーをパラダイム製スピーカースタンド（別売）または本棚に設置すると、高域
ドライバーが耳の高さにほぼ達するため、最高のパフォーマンスが得られます。 

バランスの取れた低音 

フロントスピーカーをコーナーに設置すると、低音が強調されすぎて全体の明瞭度が低下します。コー
ナーへの設置は避けてください。フロントスピーカーは、スピーカー背面の壁から20cm以上離し、左
右の壁からもできるだけ離して設置してください（図参照）。これにより、低音域のパフォーマンスが向
上し、中音域の明瞭度も最適になります。 
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最適なイメージング 

メインのリスニングエリアからフロントスピーカーまでの距離（「X」）を測定します。最適な音像定位を得

るには、図のように、スピーカーをその距離の4分の3から同じ距離（「X」の4分の3から「X」まで）離して

配置します。さらに音像定位を最適化するには、図のように、スピーカーの軸がリスニングポジションの

すぐ後ろで交差するように、スピーカーをわずかに内側に傾けてリスニングポジションに向けます。 
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パラダイム Premier Series v2センタースピーカーは、広いリスニングエリアをカバーするように

設計されており、部屋のどこにいても、センターチャンネルの情報をかつてないほどの、明瞭さと聞き

取りやすさで聴くことができます。 

センタースピーカーをテレビの下に設置すると、最高の明瞭度と聞き取りやすさが得られます。不要な音

の反射を最小限に抑えるため、スピーカーをテレビまたはスピーカー棚の前面にぴったりと密着させて

設置してください。センタースピーカーは、メインのリスニングポジションからフロントスピーカーとほぼ同

じ距離になるように設置してください。（一部のAVレシーバーやプロセッサーは、距離の違いを電子的に

調整できます。） 

配置:  センタースピーカー 
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パラダイム Premier Series v2 ブックシェルフスピーカーは、サラウンドスピーカーまたはリアス

ピーカーとしても使用できます。 最適なサラウンドサウンド性能を得るためには、これらのスピー

カーをメインのリスニングエリアから十分に離して設置してください。 

 

 

パラダイム Premier 120Bおよび220Bのサラウンドスピーカーの配置 

 

5.1chサラウンドスピーカーの配置 

パラダイム Premier 120Bおよび220B用 

 

7.1ｃｈサラウンドスピーカーの配置 

パラダイム Premier 120Bおよび220B用 

配置： サラウンド∕リアスピーカー 
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最適な音質を実現するには、高品質のスピーカーケーブルの使用が不可欠です。 
下の表は、さまざまな長さにおける最小ゲージ要件を示しています。 
推奨製品については、お近くのパラダイム正規販売店にお問い合わせください。 

 

最低ゲージ要件 

 

 

4.5メートル未満     1.3 mm   16 AWG 

 

 

9メートル未満 1.6 mm   14 AWG 

 

 

9メートル以上 2.0 mm   12 AWG 
 

 

スピーカーを接続する前に、アンプの電源を切ってくださ
い。これにより、スピーカーケーブルのショートによる損傷
を防ぐことができます。 

適正なケーブル径 

⻑さ 直径  ゲージ 
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スピーカーの端子は、バナナプラグ、ピンコネクタ、スペードコネクタ、裸線で使用できます。端子は手
でしっかりと締めますが、締めすぎないように注意してください。 

音場イメージと低音性能を適切にするには、正しい極性（または位相）が不可欠です。各チャンネルが正
しく接続されていることを確認するため、スピーカーは1台ずつ接続してください。アンプの赤色（+）端
子は、スピーカーの赤色（+）端子に接続する必要があります。黒色の（-）端子についても同様です。  
すべての配線がしっかりと固定されていることを確認してください。システム内の各スピーカーについ
て、この接続手順を繰り返してください。 

 
注意：低音が著しく不足し、ステレオイメージが崩れている場合は、スピーカーの1つ以上が逆位相（極性
が逆）で接続されている可能性があります。各スピーカーのケーブルが正しい極性で接続されているか
（⾚（+）は⾚（+）に、黒（-）は黒（-）に接続されているか）を再度確認してください。 

 

⼊⼒端⼦2つを備えたスピーカーの標準接続⽅法 

スピーカーの標準接続には2つの⼊⼒端⼦ジャンパーバーは接続したままにして、どちらかの入力端
子セットを使用して接続してください。 

標準的な接続 
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パラダイム Premier Series v2スピーカーは、ジャンパーバーで外部接続された2組の入力端子を
備えています。これらのスピーカーは、バイワイヤリング接続やバイアンプ接続に対応しており、より優
れたパフォーマンスを実現できます。 

お使いのスピーカーに入力端子が2組ない場合は、このセクションは適用されません。 

 

 

バイワイヤリング接続 

バイワイヤリング接続は、音の明瞭度と開放感を向上させ、低音のざらつきを抑え、より力強いサウン

ドを実現します。バイワイヤリング接続を行うには、スピーカー1台につき2本のスピーカーケーブルが

必要です。 

その他の接続オプション 
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ジャンパーバーを取り外していない場合は、  
スピーカーのバイワイヤリングやバイアンプ接続

は⾏わないでください。 



 

 

バイアンプ接続 

重要！バイアンプ接続を行う際は、必ずゲインが同一のアンプを使用してください。アンプのゲインが均
一でないと、垂直バイアンプ接続の場合はスピーカー間のバランスが崩れ、水平バイアンプ接続の場合は
スピーカーシステムの周波数バランスが崩れます。トラブルを避けるため、必ず同一のアンプ（メーカーと
型番が同じもの）を使用してください。また、ブリッジ接続モードまたは非ブリッジ接続モードのどちらで
動作させるかを確認してください。 

パッシブバイアンプ方式は、明瞭度、開放感、ディテールにおいて劇的な改善をもたらし、低音の力
強さと解像度を大幅に向上させます。音楽や映画のサウンドトラックの再生は、より明瞭で透明感の
あるものになります。 

パッシブバイアンプ方式では、スピーカー内部のパッシブクロスオーバーが接続されたままになりま
す。外部の電子クロスオーバーは不要で、使用することもできません（個々のドライバーユニットへの
直接的な電気的アクセスがないため）。これにより、コストとセットアップの手間を削減できます。パッ
シブバイアンプ方式は、スピーカーを最適化し、最高のハイエンド性能を実現します。 

バイアンプ接続を行うには、2台のパワーアンプが必要です。接続は垂直方向でも水平方向でも構いません。 

⽔平バイアンプ方式（上図）この構成では、スピーカーの中低域入力用に1つのアンプ、高域入力用に別
のアンプを使用します。この構成により、大音量で再生する際にも明瞭度を維持できます。低域によっ
てアンプがクリッピングを起こしても、高域ドライバーへの歪みは抑えられます。 スピーカーは一度に
1つのアンプに接続してください。 

 
垂直バイアンプ方式（図無し）は、各スピーカーに専用のアンプを割り当てます。この構成により、完全
なチャンネル分離が実現し、システムの音像定位能力が最適化されます。スピーカーは一度に1つのア
ンプに接続してください。 
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スピーカーを部屋に配置し、A/VプロセッサーまたはA/Vレシーバーを通してスピーカー間の距離とレ
ベルを調整したら、微調整に進むことができます。 

パラダイムのスピーカーは、様々な室内環境で優れたパフォーマンスを発揮するように設計されて
いるため、微調整は通常、スピーカーの配置をわずかに調整するだけで済みます（調整が必要な場
合もごくわずかです）。 

まずフロントスピーカーから始め、聴き慣れたステレオ音楽を聴いてみてください。音場は幅と奥行き
の両方を備えているはずです。スピーカーのトーイン（内振り：リスニングエリアに向ける角度）を調整す
ることで、好みに合わせて音場を調整できます。トーインを大きくすると音像のフォーカスと奥行きが
強調され、トーインを小さくすると音場の広がりが感じられます。少しずつ調整し、変更するたびに聴き
返して、好みのバランスが得られるまで繰り返してください。トーインの調整は、システム内の他のスピ
ーカーには適用されません。他のスピーカーの設置位置と指向特性は固定されているためです。 

センタースピーカーの微調整とは、マルチチャンネルの音楽や映画コンテンツに合わせて、必要に応
じて音量を微調整することです。必要に応じて、AVプロセッサーまたはAVレシーバーを使用して音
量を調整し、全体的にまとまりのあるバランスの取れたサウンドステージを実現してください。 

 

サラウンドスピーカー/リアスピーカーの微調整については、前のセクションで紹介した図を参照して       

ください。 

サブウーファーの微調整については、サブウーファーに付属の取扱説明書を参照してください。 

微調整 
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レシーバー、プリアンプ、プリメインアンプがコンセントに差し込まれ、電源が⼊っていること

を確認してください。壁のコンセントが正常に動作しているか確認してください。ヘッドホン

は接続されていますか？システムがミュートになっていませんか？すべての接続を再度確

認してください。 

 

 

⾳が出ない 

トラブルシューティング 

すべての電源コードが正しく接続され、正常に動作していることを確認してください。動作

しないスピーカーを正常に動作するスピーカーと交換して、問題がスピーカー⾃体にある

のか、それとも他の部分（配線、アンプなど）にあるのかを判断してください。 

 

1つまたは複数の
スピーカーから 
⾳が出ない 

 

スピーカーの1つまたは複数が逆位相（極性が逆）で接続されている可能性があります。

各スピーカーのケーブルが正しい極性で接続されていることを再度確認してください。 

赤（+）は赤（+）に、黒（-）は黒（-）に接続してください。 

 

低⾳不⾜または 
定位が不自然 
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本マニュアルに記載されているパラダイム製スピーカーは、最初の購入日から5年間、製造上／材料上の欠陥がな

いことを保証します。この期間内であれば、製造上／材料上の欠陥による部品の修理、交換、調整は、最初の所有

者に対して無償で行われます。 

熱的または機械的な乱⽤∕誤⽤は、パラダイムの保証の対象外です。 

制限事項： 

•  保証期間は、正規パラダイム販売店からの最初の小売購入日から開始されます。保証は譲渡できません。 
•  保証は、通常の家庭での使用にのみ適用されます。製品が次のセクションに記載されているいずれかの   
条件に該当する場合、保証は無効となります。 
‧  本製品が業務⽤または商業用として使用された場合、保証は適用されません。 

以下の場合は保証が無効となります。 

 

‧  製品が（故意または過失で）誤用された場合。 

‧  本製品は、不適切な機器または故障した機器と組み合わせて使用された場合。 

‧   製品が有害な信号、輸送中の損傷、機械的損傷、その他の異常な状態にさらされた場合。 

‧   製品（キャビネットを含む）が、非正規のサービス施設によって改造または損傷されている場合。 

‧   シリアル番号が削除または改ざんされている場合。 

所有者の責任： 

‧   通常かつ適切な操作上のケアとメンテナンスを行う。 
‧   製品をサービスセンターまでの輸送費を負担する。 
‧   購入証明をご提示する（正規パラダイム販売店から購入時に発行された販売レシートは、購入日を証明 

するために保管してください）。 

修理が必要な場合は、最寄りのパラダイム正規販売店または輸入代理店であるPDNのサービスセンターにご連

絡の上、故障した製品の持ち込みまたは送料元払いでの発送をお願いいたします。詳細については、ＰＤＮウェ

ブサイト（https://pdn.co.jp）をご覧ください。 

 

Paradigm Electronics Inc.は、既に製造された製品を変更する義務を負うことなく、製品の設計を改良する 

権利を有します。 

 
本保証は、明示的または黙示的な商品性、特定目的への適合性に関するその他すべての保証に代わるものであり、
いかなる者もこれを延長または拡大することはできません。いかなる場合においても、Paradigm Electronics 
Inc.その代理⼈または代表者は、付随的または結果的な損害について責任を負いません。一部の法域では、付随
的または結果的な損害の制限が認められていないため、この除外規定がお客様に適用されない場合があります。 

保証期間および購入証明として、この取扱説明書と販売レシートを保管してください。 

保証について 
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仕様 

Premier 820F v2 Premier 720F v2 Premier 620C v2 Premier 520LCR v2 Premier 220B v2 Premier 120B v2

構成
3ウェイ・4ドライバー

バスレフ型
3ウェイ・4ドライバー

バスレフ型

3ウェイ・4ドライバー
2パッシブラジエーター

密閉型

3ウェイ・4ドライバー
密閉型

2ウェイ・2ドライバー
バスレフ型

2ウェイ・2ドライバー
バスレフ型

クロスオーバー周波数 1.8kHz / 450Hz 1.3kHz / 500Hz 1.7kHz / 750Hz 1.5kHz / 650Hz 1.1kHz 1.2kHz

高域ドライバー 25mm AL-MAC ドーム型 25mm AL-MAC ドーム型 25mm AL-MAC ドーム型 25mm AL-MAC ドーム型 25mm AL-MAC ドーム型 25mm AL-MAC ドーム型

中域ドライバー 152mm AL-MAGコーン型 152mm AL-MAGコーン型 152mm AL-MAGコーン型 152mm AL-MAGコーン型 --- ---

中低域ドライバー --- --- --- --- 152mm AL-MAGコーン型 140mm AL-MAGコーン型

低域ドライバー
177mm CARBON-X

コーン型x2
152mm CARBON-X

コーン型x2
177mm CARBON-X

コーン型x2
152mm CARBON-X

コーン型x2
--- ---

パッシブラジエーター --- ---
177mm CARBON-X
パッシブラジエーターx2

--- --- ---

周波数特性 軸上±3dB 52Hz - 23kHz 55Hz - 23kHz 49Hz - 23kHz 75Hz - 23kHz 58Hz - 23kHz 62Hz - 23kHz

周波数特性 軸外30°±3dB 52Hz - 20kHz 55Hz - 20kHz 49Hz - 20kHz 75Hz - 20kHz 58Hz - 20kHz 62Hz - 20kHz

最低周波数(DIN) 21Hz 27Hz 33Hz 50Hz 36Hz 39Hz

感度 室内/無響室 93dB / 90dB 92dB / 89dB 93dB / 90dB 93dB / 90dB 91dB / 88dB 90dB / 87dB

推奨アンプ出力 15 - 250 W 15 - 220 W 15 - 180 W 15 - 120 W 15 - 130 W 15 - 130 W

最大入力 180 W 180 W 120 W 80 W 80 W 70 W

インピーダンス 8Ω 8Ω 8Ω 8Ω 8Ω 8Ω

質量 29.5 kg 26.0 kg 21.8 kg 14.1 kg 9.1 kg 7.4 kg

外形寸法(WxHxD)cm 33.3 x 110.2 x 47.2 31.8 x 100.6 x 43.2 104.1 x 22.6 x 34.8 59.4 x 21.1 x 30.5 21.1 x 37.1 x 32.8 17.8 x 30.5 x 30.7



 

 

株式会社ＰＤＮ 
〒240-0005 

神奈川県横浜市保土ケ谷区神戸町134番地 

横浜ビジネスパーク ノーススクエアⅡ－5階 


